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(D 2次方程式の解の公式より

(2) a)より, P -q ='である

また,解と係数の関係より

したがって

1+" 1-゛;

1 1

の一遁(P -q )='(P+の(P一の= 1
11 1

α.ー'(P - q )ー'(P 一の(P 十Pq + q )ー'(P - q){(P +の一pq}= 2

0

,

( 3 )

P+q=1, Pq

であるので,η=1のときは成り立つ。 bkが正の有理数であるとする。

-1

P,qは2次方程式χ2 -χ-1= 0の解であるので, pk゛2 -pkH -pk = 0, qk托一 qk゛1-qk = 0

が成り立つことに注意すると

P-q ak lak+2
bkH=^

k+1k+1 α bPk+ 1
ak+1

が成り立っ。 bkが正の有理数であるので, bk杠も正の有理数である。よって,数

=ーー=1である したがって

bl
α1

学的帰納法により

(4) r > 1より ,

,

,

が成り立つ。 h>0であるので,

すべての自然数ηについて

h>0を用いて, r=1+hとおくと

, b,が正の有理数である。

, 与えられた式より
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が成り立つ。

(5) r = 0のとき, 1im r"= 0である。したがって, 1rl < 1で r = 0とすると, 1rl-1 > 1で
れ→m

あるので,(4)より,

r"=(1+ h)"塗 1+ηh

Iima+πh)=伽であるので, r > 1のとき
π→^

であることに注意すると

1-rπ+1 1+V弓
Iimp^=P=^
π→ω 1-rれ 2

が成り立つ。

1
Iim lr"1 = 1im lrl"= 1im ^= 0
れ→伽π→⑳π→Φlrl一れ

したがって,問題文にある結果より, 1imr"=0が成り立つ。

(6 )

,

て

Hm lrl-" =α)

π→^

,

, Iim rπ=⑳が成り立つ。
π→^

,

, Irl く 1であるので,(5)より, 1im r"= 0が成り立つ。 したがっ

Ⅱmbπ
π→α)

αれ+1
Iim^= 1im

απれ→^ π→^

Pれ+1-qπ+1

,

π→α)

Pπ一qn

れ→如

とくおと
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(D 余弦定理より,

また,この結果を用いて,

(2) a)より,

である。

0 くθくπより,

Cos e

となる。よって,

52 + 62 -72

2・5・6

β)

1引1引郎θ

Sin2θ= 1 - COS2θ

Dは辺BCを5

S = 11引1ごbi0θS =Ξ 1引1ごbi0θ

6に内分する点であるので,

(4)

6

Sin e
2拓

5

であるので, 1は線分ADをAB : BD = 11:7に内分する点である。したがって,

(5)

6b + 5ごーーーーーー→

AD=^

AH = S万+ tご(S, tは実数)とおく。 AB ↓ CH と(1)より,
ーーーーー^ーーーーー^一→一→^2 ^

AB ・ CH =万・(S万+ tごーの= S1万1 +(t -1)万・ご= 25S + 6(t -1)= 0
同様に, AC IBHと(1)より,6(S -1)+ 36t = 0を得る。したがって,

25S + 6t = 6, S + 6t = 1

19

144

6兆

ー^

BD=^BC=^
11 11

これを解いて,

5 35

となる。よって,

S=

5

24 '

ーー-5→ 19 →
AH=^b十^ご

24 144
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(D ^+^
1-χ 1+χ

α

したがって

b α十 b +(α一 b)χ

、π 1とお く と χが0からーに変化するとtは0からーに変化すt

))亙」 V巨・'ー'
,

したる 力 つて0 , ,

1 1π 1

'姦・f「・・が(ー,ール・・1蛇1.舮・嘘(五'H)

,

1-χ2

π

より

(3)部分積分法によって ,

, α十 b

1戸.←f上芋e小fι

1,α一 b

πππππ

ι「一・ι^"・1姦1;・ι六'.ー"・五'・ι「一"

tJFヌΣ心*迎゛11。Ξ(五-1)

0である

*五一ι一「一"*五一ι「"1姦

したがって

0

π

,

(2)より,

dχ五'COSX

COSX COS2χ

π

(4)χ= tanθと

るしたが

^^

1"・五',t.ミ

ι「;「=ー+-10g(五十1)

0

π

π

おく

つて

と

(3)より,

1 π

dx=^Ξ一de,χが 0から 1に変化するとθは0からーに変化すC。S2θ, L'亙」つミ
,
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( 5 )

ア
dx
^= cost,

呼係シ保f

dy

dt
^^ -sin2t より

12 25

ー(COS2t -i)+ 1石

したがって

イ

COS2 t + sin22t =

, 1例の最大値は

である

1 + COS 2t

とχは0から 1に変化する。

2

0

+(1 - COS.2t)

,

(4)より,

χ

COS2 t + sin22t dt =

2Sintとおくと

したがって

j 、ostvl^孑;石Fldt
゛π

tが 0からーに変化する、ー
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,
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a)

ア.3回の試行で起こりうる取り出し方の総数103通りのうち,S=3であるのは,

取り出した玉に書かれた数字の組合せが,(0,0,3),(0,1,2),(1,1,1)のいず

れかとなるときである。よって, S=3である確率は

3C2 × 1CI+ 3CI× 2CI× 1CI+ 3C3 1

103 100

イ. S = 9である取り出し方の総数は,α1+α2 +α3 = 9となる 0 雲αk 美 9 (k = 1,2,3)の

選び方の総数と等しい。これは,異なる3個のものから重複を許して9個取る

組合せの総数となるので,

3+9-1C9 = 11C9 = 11C2 = 55

よって, S=9である確率は

55 11

103 200

X
(η+ 15)(η+ 14Xη+ 13)

,

(2)

(π+ 15)(η+ 14)(η+ 13)

ア.π=1のとき袋に入っている玉の数は全部で16個であり,袋から3個の玉を,

同時に取り出す場合の数は16Qである。取り出した3個の玉がすべて異なる色

となる場合の数は,白玉が 1個取り出される場合の数式1,赤玉が 1個取り出さ

れる場合の数 8CI,青玉が 1個取り出される場合の数 IC,の積となる。

よって,求める確率は,

7CI× 8CI× 1C1 1
PI

336π

となる

イ.玉の数は全部でη+15個であり,袋から3個の玉を同時に取り出す場合の数

は針15C3である。取り出した3個の玉がすべて異なる色となる場合の数は,白

玉が 1個取り出される場合の数式1,赤玉が 1個取り出される場合の数 8CI,青

玉が 1個取り出される場合の数πC1の積となる。

7CI × 8Cl x ncl 336πフ×8Xπ

16C3

0

10

Pη

よって

Pπ十1

Pπ

π十15 3

れ(π+ 16)

,

(η+ 1)(π十 13)

(η+ 16)(η+ 15)(π+ 14)

(η+ 15)(π+ 14)(η+ 13)

336(η+ D

3 × 2



ウ
Pπ

ある。同様に となるπはπ<1,

Pη

したがって ,

PI く P2 く P3 く P4 く P5 く P6 < P7 > P8 > P9 > PI0 >・・・

が成り立っので, Pれが最大となるのはπ=7 のときである。

となるπは,イ
13

より,(η+ 1)(れ+ 13)>η(η+ 16)を解いてπくーで

13
である>^
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